
 
1 

第 4 章 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 

  

《世界中のｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人》 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の人達は、世界中に約 8000 万人いる。しか

し、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ本国には約 464万人（2015 年） しかいない。 

昔、大飢饉やﾍﾟｽﾄの流行、貧困などで、多くのｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

人は新天地を求め、祖国をあとにした。1845 年の大飢饉

では、当時の人口 800 万人の約半分が、なかば難民に近

い形でｱﾒﾘｶ、ｶﾅﾀﾞ、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞへ移住してい

った。 

筆者が、乗務でｼｶｺﾞに滞在していたとき、ちょうど聖ﾊﾟﾄﾘ

ｯｸの祝日(St. Patrick Day) にあたったことがある。3 月

17 日は、世界中にいるｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の人たちが、聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ

を祝う日である。ｼｶｺﾞの大通りでは、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系市民主催

による、はなやかなﾊﾟﾚｰﾄﾞが 1 日中行われていた。どのﾊﾟ

ﾚｰﾄﾞも、長老たちが先頭にたっている。そして、人々は緑

のﾀｽｷをかけたり、緑色の服を着たりしている。緑はｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞの象徴の色なのだ。ﾃﾚﾋﾞでは、ﾆｭｰﾖｰｸやﾎﾉﾙﾙやﾏｲｱ

ﾐでのﾊﾟﾚｰﾄﾞも中継している。ｱﾒﾘｶには 4400 万人前後の

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系住民がいる。ｱﾒﾘｶの人口は約 3 億 2100 万人

(2015 年)なので、9 人に 1 人弱はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系ｱﾒﾘｶ人なの

だ。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちが新天地として選んだｱﾒﾘｶは、すでにﾌﾟ

ﾛﾃｽﾀﾝﾄのｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人や北欧系の人たちが主流の国にな

っていた。いわゆる WASP と呼ばれる人たちであり、かれ

らが支配階級を占め、国を動かしていた。WASP はﾎﾜｲﾄ･

ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ･ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ(White Anglo-Saxon Protestant)

の頭文字であり、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系白人で、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ教徒を

指している。なぜｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ系と北欧系かといえば、ｲｷﾞﾘｽ

人も北欧人も祖先がｹﾞﾙﾏﾝ系だからだ。 

一方、ｶｿﾘｯｸ教徒であるｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、その祖先がｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ系ｹﾙﾄ人であり、ｹﾞﾙﾏﾝ系とは違う民族なのだ。 

ﾆｭｰﾖｰｸの中心街に聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ教会がある。暗殺された元

大統領の J・F・ｹﾈﾃﾞｨの葬儀が行われたことで有名な教会

だ。やっとのことでｱﾒﾘｶに渡ったｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人達は、みな貧

しかった上、ｶｿﾘｯｸ教徒である。本国でも、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｱｲﾙ

ﾗﾝﾄﾞ植民地化政策とﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化政策で、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人はず

いぶんつらい思いをした。ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ思想がより強い清教

徒たちが多いｱﾒﾘｶでも、事情は同じだった。ｶｿﾘｯｸである

が故に、よい仕事につけず、貧しい生活を強いられた。貧

しいｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちが、自分たちの心のよりどころにする

ため、少しずつお金を出し合って建立したのが聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ教

会なのだ。 

貧しかったｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の住民たちは、助け合い努力し、ｱ

ﾒﾘｶ社会の中で今日の地位を築いてきた。成功する者も出

てきた。その代表がﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ家出身のｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗ

ﾙﾄﾞ・ｹﾈﾃﾞｨである。ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞは典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の

姓である。その大統領が暗殺されてしまった。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系

ｱﾒﾘｶ人にとっては、許せない事件となった。その葬儀は、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系ｱﾒﾘｶ人の心のよりどころとなっている聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ

教会で盛大に行われた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系出身で大統領になっ

た人では、ﾛﾅﾙﾄﾞ･ﾚｰｶﾞﾝやﾋﾞﾙ･ｸﾘﾝﾄﾝがいる。第 43 代大

統領のﾊﾞﾗｯｸ・ｵﾊﾞﾏも、母方の先祖はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身なの

だ。 

 

《ﾊﾟﾄﾘｯｸ》 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人 CA と乗務をしたとき、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人のことが話

題になった。その CA が、 

「ｲｷﾞﾘｽ人たちは、私たちｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人のことを  "ﾊﾟﾃﾞｨ

(Paddy)"って呼ぶの。私たち自身も "ﾊﾟﾃﾞｨ" って呼ぶこ

ともあるわ。 "ﾊﾟﾃﾞｨ" はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の別称なの」 

と話してくれた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人はﾊﾟﾃﾞｨの他に、ﾊﾟｯﾄ (Pat)と

呼ばれることもある。ｲｷﾞﾘｽ人はｼﾞｮﾝ・ﾌﾞﾙ(John Bull) と

呼ばれている。ﾊﾟﾃﾞｨはﾊﾟﾄﾘｯｸの愛称である。ｶｿﾘｯｸの家

では、男の子が生まれるとﾊﾟﾄﾘｯｸ、女の子ならﾊﾟﾄﾘｼｱとい

う名前をよくつける。「ﾊﾟﾄﾘｯｸ」は聖ﾊﾟﾄﾘｯｸからきている。ｶ

ｿﾘｯｸ系ｲｷﾞﾘｽ人もﾊﾟﾄﾘｯｸやﾊﾟﾄﾘｼｱという名前をよくつける。

筆者が担当した 5期の“ﾃｨｯｼｭ”のﾆｯｸﾈｰﾑで呼ばれていた

ﾊﾟﾄﾘｼｱがそうだった。彼女はｲｷﾞﾘｽ人であるが、家族はｶｿ

ﾘｯｸ系教会に所属していた。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系ｶｿﾘｯｸの人たちは、このｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの守護聖人

である聖ﾊﾟﾄﾘｯｸを、実に愛している。聖ﾊﾟﾄﾘｯｸを信じてい

るｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄに改宗するようｲｷﾞﾘｽから迫害

を受けても、自分たちの信仰を守り続けてきた。ｱﾒﾘｶに渡

ったｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちも、また、自分たちの宗教を守り続け

ていた。そして、3月 17日になると、何日も前から準備をし、

家族とともに聖ﾊﾟﾄﾘｯｸの日を祝うのである。 

 

《聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ》 

聖ﾊﾟﾄﾘｯｸが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに入りｷﾘｽﾄ教の布教を始めたの
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は 432 年である。ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに聖ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽが入ったのが

597 年なので、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの方が、165 年ほど早いことにな

る。聖ﾊﾟﾄﾘｯｸは、もともとﾌﾞﾘﾃﾝ島に住んでいたが、ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞの海賊によって奴隷としてｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに連れてこられ、や

がてﾛｰﾏに売り飛ばされてしまう。そこから何とか逃げだし、

今度は、福音を伝えるために再びｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに渡り、全国く

まなく伝道して歩いた。ついにｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの司教と、人々か

ら崇められるようになった。伝説では、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞから毒虫と

蛇を追い払ったとも言われている。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに蛇がいない

のも聖ﾊﾟﾄﾘｯｸのお陰だと信じられている。 

 

《ｹﾙﾄ人》 

また別のﾌﾗｲﾄで、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人のｽﾁｭﾜｰﾄﾞ(男性乗務員) 

と乗務する機会があった。彼は、筆者がﾛﾝﾄﾞﾝで採用面接

した 1 人である。俳優のｼﾙﾍﾞｽﾀ･ｽﾀﾛｰﾝに雰囲気が似て

いる。ややごつい印象だったが、前職が小学校の教師で

あり、話してみるとやさしい心の持ち主だったので採用す

ることにした。 

「日本人から見ると、ｲｷﾞﾘｽ人もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人も同じに見える

のだけど」 

「私たちも、日本人も韓国人も中国人も同じに見えますよ。

ところで、典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、ﾌﾞﾛﾝﾄﾞと赤毛が混じっ

たような髪の色をしています。肌は少し青白い (Pale 

Skin) 感じで、顔にはそばかす(Freckles) があり、目の

色はややｸﾞﾘｰﾝがかっています」 

これが、ｹﾙﾄ系ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の特徴なのだ。ﾃﾚﾋﾞや映画で、

肌がいやに白く、赤毛のまつげがやたらと目立つ俳優を見

たことがあると思う。 

ｹﾙﾄ人は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの他に、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞやｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞやﾌﾗﾝｽ

のｺﾞｰﾙ地方にも住んでいた。その昔、ｽﾍﾟｲﾝのｲﾍﾞﾘｱ半島

あたりから移住してきた民族と言われる。ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞやｽｺｯﾄ

ﾗﾝﾄﾞにいたｹﾙﾄ人は、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝと混ざり合うか追い払わ

れたりした。ﾌﾗﾝｽのｹﾙﾄ人は北欧からきたﾉﾙﾏﾝ人たちと

交わり合った。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、歴史の中で、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞに襲われたり、ｲｷﾞﾘｽ

の植民地政策を受けたりしたが、自分たちの民俗を守り続

けてきているので、ｹﾙﾄ人がそのままｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人になった

と言える。ｲｷﾞﾘｽほど他民族に侵略されていない。ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞにも、一部のﾊﾞｲｷﾝｸﾞやｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝやﾉﾙﾏﾝ人が住みつ

いたので、金髪で青い目の人たちもいる。 

 

《首都ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ》 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの首都ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ(Dublin)は、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞがつくった町

として有名だ。700 年代の終りから 800 年代にかけて、植

民地をつくるために、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞが大挙してｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに押し

かけてきた。その拠点を、ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ市中を流れるﾘﾌｨｰ(Life)

川の河口につくった。それが、のちにﾀﾞﾌﾞﾘﾝ市に発展した

のだ。「ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ」は「黒い水たまり」(Dark Pool) を意味して

いる。英語読みでは"Dublin"であるが、ｹﾙﾄ人の言葉で

あるｹﾞｰﾙ語では、"Bailer Athol Cleat" と呼び、「町を二

分する障害になる流れ」という意味だそうだ。これもｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ人 CA が教えてくれた。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人お断り》 

ﾊﾟﾃﾞｨという言い方を教えてくれたｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人 CA が、 

「ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞが、共和国として独立したのは 1948 年なの。つ

い最近の話なの。それまでにも、何度か独立の機運があ

ったけれど、Britainの介入があったり、国内での調整が

うまくいかなかったりで、なかなか独立できなかったの。

独立したといっても、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞはまだｲｷﾞﾘｽ領なの。

「北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞもｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人に返せ」と言っている過激派組

織の IRA(ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和軍 Irish Republican Army) は、

ｲｷﾞﾘｽ国内で爆弾ﾃﾛを行っていたの。ｲｷﾞﾘｽ人たちは、

最近まで、商店の入口に〈犬とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人はお断り〉の看

板を貼ってあったらしいの。この話をよくパパとﾏﾏが話し

てくれたわ。私も含め、多くのｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、ﾃﾛによるや

り方には賛成していないけど・・・」 

 

《被征服民族》 

韓国の人が、日本で居住したり働いたりすることは、簡単

にはできない。同様に、日本人が韓国で仕事についたり居

住したりするのも難しい。どちらも労働ﾋﾞｻﾞが必要となる。

このﾋﾞｻﾞは簡単には取得できない。 

ところが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人がｲｷﾞﾘｽで仕事を見つけたり、住ん

だりするのは、それほどむずかしくない。だから、今回の採

用募集でもｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人が応募してきている。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞとｲｷﾞ

ﾘｽの往来はかなり自由だった。 

けれど、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人がｲｷﾞﾘｽで生活するのは、それなりに

緊張感をともなうらしい。言葉 (ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞなまりの英語) や

肌の色や顔つきでｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人であることがすぐ分かる。ｲ
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ｷﾞﾘｽ人の中には、いまだにｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人を見下している人も

いる。反対に、日本人が韓国人と接するとき、朝鮮人と呼

んだりしないよう気をつけているように、ｲｷﾞﾘｽ人も、ｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ人と接するときは、話の内容や言葉づかいに気をつか

っている人もいる。 

「いま話したこと、British Crew には言わないでね」 

「君たちは、British と一緒に飛ぶし、滞在先では一緒に

食事したりするんだろ。そんなとき、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ問題のこ

となどを話すことはないの」 

「親たちは、Britishに対して一種の感情を持っているけれ

ど、若い人たちはあまりそういう話はしないわ。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

と Britain の関係について話しても、お互い気まずい思

いになるだけだから、Irish も British もお互い無意識の

うちに避けるようにしているわ。わたし自身、British の

前では、決して口に出さないわ。だから(犬とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人

お断り)の話も、British Crew たちの前で話題にしない

でほしいの」 

韓国と日本の関係でも、政治問題として、日本の韓国統治

や日本軍の行なったことが槍玉に上がる。しかし、韓国人

同士で話をしているとき、この話題になることがあるかもし

れないが、日本人の前では、やたらと口に出さない。これ

と同じである。市民ﾚﾍﾞﾙではお互い抑えている。 

特に、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞでは、若い人たちが、国内で仕事を見つ

けるのは簡単ではないし、見つかったとしても、給料はｲｷﾞ

ﾘｽに比べ低い。だからｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの若者たちは、仕事を見

つけにｲｷﾞﾘｽに渡ってくる。過去のことにわだかまりを持っ

ていても始まらない。 

 

《800 年の恨み》 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのことを知るには、英国との関係を抜きにはでき

ない。先にも書いたように、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞが、英連邦から完全

に離れたのは 1948 年であり、戦後のことである。その翌

年にｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和国として発足し、現在に至っている。 

最初に、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞをｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに併合しようとやってきたの

はﾉﾙﾏﾝ人だった。ﾉﾙﾏﾝｺﾝｸｪｽﾄ(1066 年)でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを征

服したﾉﾙﾏﾝ人は、その勢いで、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ人たちとともに、

1169 年ころからｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに侵入し始めた。それ以来、

1948年の独立まで、約 800年の間、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは英国の支

配下におかれてきた。しかし、独立したが、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは

まだ英国の領土のままとなっている。返却を望むｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

側と、それを拒む英国側の交渉がずっと続いてきている。

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの完全独立まで、英国に対して過激的行動をし

ているのが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和軍 (IRA)である。爆弾事件が、

時折、新聞をにぎわせている。この過激集団に対して英国

側も強力な取締りで対抗している。この 50 年間で、爆弾ﾃ

ﾛなどで、3200 人以上が犠牲になっている。 

1100 年代の終り頃から、ﾉﾙﾏﾝ人のｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ侵攻が始ま

った。ところが、ﾉﾙﾏﾝ人の征服者たちはｱｲﾙﾗﾝﾄﾞが気に入

り、土着化していった。ﾉﾙﾏﾝ・ｺﾝｸｪｽﾄでｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに入ったﾉ

ﾙﾏﾝ人もｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人化して、本国ﾌﾗﾝｽと争いを始めるよう

になった。それと同じことが起こるのを恐れたのか、1300

年代の中頃には、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを統治している総

督に、人種差別政策をとるよう指示した。ﾉﾙﾏﾝ人はｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ的名前や服装を禁止し、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人との結婚やｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ語を使うことも禁止した。 

まだ、この頃までは、ﾉﾙﾏﾝ人もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人も、同じｶｿﾘｯｸ

教徒だった。ところが、例のﾍﾝﾘｰ 8 世の時代 (1500 年代

中頃) になると、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、ﾛｰﾏ・ｶｿﾘｯｸ教会から離脱し

てしまう。ここから、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの関係に、宗教問

題が入ってくるのだ。その後、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞはｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに対し

て、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化政策を行うようになった。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人にとって、宗教は常に重要なものであった。し

かも、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞがﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄになったのは、王様の不敬がｷ

ｯｶｹとなった。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのｶｿﾘｯｸ僧侶が中心になり、1534

年に全面的な反乱が勃発する。 

 

≪ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ≫ 

1500 年代の後半になると、ﾍﾝﾘｰ 8 世の娘であるｴﾘｻﾞﾍﾞ

ｽ 1 世が、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ政策を引き継いだ。彼女も、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを

何とかｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのものにしようとした。その一つがﾌﾟﾗﾝﾃｰ

ｼｮﾝ(植民)政策」である。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人から土地を取り上げ、

忠実なるｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ臣民に与えてしまった。「ﾌﾟﾗﾝﾃｰｼｮﾝ政

策」に反対してｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は反乱を起こしたが、結局、ｲﾝ

ｸﾞﾗﾝﾄﾞに破れてしまう。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世時代のｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、ｽ

ﾍﾟｲﾝ艦隊を破り、勢いもあり国力がついてきていた。頼り

にしていたｽﾍﾟｲﾝも応援に駆けつけてくれなかったのだ。 

1600 年代になると、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世亡き後、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞ

ｪｰﾑｽﾞ 1 世が、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王とｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王を兼ねることにな

った。ｼﾞｪｰﾑｽﾞ 1 世も、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ侵略政策を踏襲した。もと

もとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王であったｼﾞｪｰﾑｽﾞ 1 世は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人から
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取り上げた北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの土地に、大量のｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人を移

住させる政策をとった。これが、現在の北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ問題の

発端である。このときに、土地を奪われたｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人と、ﾌﾟ

ﾛﾃｽﾀﾝﾄで植民者のｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人の対立の構

造ができ上がったと言われている。 

1600 年代の中頃、ﾍﾝﾘｰ 8 世、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世亡きあとの

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ国内は、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝ化したものの、ｶｿﾘｯｸも勢力奪

回を図っていた。後ろには、ｶｿﾘｯｸ国のﾌﾗﾝｽとｽﾍﾟｲﾝがつ

いている。なんとかｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞをｶｿﾘｯｸに戻そうと画策してい

た。 

ｼﾞｪｰﾑｽﾞ 1 世の跡を引き継いだﾁｬｰﾙｽﾞ 1 世は、ｶｿﾘｯｸに

も理解を示した国王だった。ｶｿﾘｯｸの勢いが強くなることを

恐れたﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄは、1649年に「清教徒革命」を断行した。

この時、活躍したのがｸﾛﾑｳｪﾙである。国王のﾁｬｰﾙｽﾞ 1世

の首を切り、ｶｿﾘｯｸ教徒を徹底的に迫害した。 

 

≪ｸﾛﾑｳｪﾙ≫ 

国王を処刑したｸﾛﾑｳｪﾙは、今度は、ｶｿﾘｯｸ教徒を一掃

するために、ﾀﾞﾌﾞﾘﾝに精鋭部隊を送り込み、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ国内

で虐殺を行った。この虐殺でｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の 4 分の 1 が殺さ

れ、生き残った者の中には、西ｲﾝﾄﾞ諸島に、奴隷として売

り飛ばされてしまった人もいた。奪った土地は、活躍した兵

士や入植者に与えた。このような背景からｸﾛﾑｳｪﾙは、ｱｲ

ﾙﾗﾝﾄﾞ人にとって、歴史上もっとも嫌いな人物として胸に刻

まれこまれている。 

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの対ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ政策は、時の国王の宗教観によっ

て多少違っていた。ｸﾛﾑｳｪﾙによって首を切られた王様ﾁｬ

ｰﾙｽﾞ 1 世の息子たち、ﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世とその弟のｼﾞｪｰﾑｽﾞ 2

世は、清教徒革命の間、ﾌﾗﾝｽに逃れていた。ｸﾛﾑｳｪﾙのｶ

ｿﾘｯｸ教徒に対する弾圧は、あまりにも激しかった。やりす

ぎだと思っていた国民も、彼の死でひと安心した。そして、

ﾌﾗﾝｽに避難していたﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世を呼びもどし、王位につ

いてもらった。ﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世のあと、王位についたのがｼﾞｪｰ

ﾑｽﾞ 2 世である。この 2 人の王様は、ｶｿﾘｯｸ国のﾌﾗﾝｽに亡

命していたくらいであるから、ｶｿﾘｯｸ教徒に対しても同情的

なところがあり、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人から奪った土地を返す政策を

とったりした。あまり同情しすぎたため、英国内のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝ

ﾄﾞ教徒たちから反発を受けることになる。弟のｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世

は、ｶｿﾘｯｸ寄りだということで国外追放にあってしまい、ｱｲ

ﾙﾗﾝﾄﾞに逃げて、そこで挙兵しﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ軍と戦うが破れて

しまう。 

 

≪独立運動≫ 

ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ寄りの王様になれば、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ政策は、また逆

もどりする。1700 年代には、英国に議会ができ、新しい刑

法典が決められた。その法典には、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのｶｿﾘｯｸ教徒

は、投票したり、軍隊に入ったり、子ども達をｶｿﾘｯｸの教え

にそって教育することまでも禁止する旨書かれていた。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちは、自分たちの文化を守るため、裏に隠

れ、「文化防衛学校」をつくり、かれらの言語や文学を教え

つづけた。 

1700 年代の後半になると、独立の機運が高まってくる。

特に、ﾌﾗﾝｽ革命(1789 年)の影響が大きかった。独立運動

家たちは、ﾌﾗﾝｽの援助を得て革命を起こすが、結局、失

敗に終わってしまう。そして、英国の策略で、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ議会

は英国と連合を組むことを議決してしまう。1800 年には連

合法ができ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは合法的に英国の一部になってしま

うのだ。 

1828 年になると、ﾀﾞﾆｴﾙ･ｵｺｰﾈﾙ(Daniel O'Connell)と

いう弁護士が、独立運動を始めた。彼は、ﾀﾞﾌﾞﾘﾝを二分す

るﾘﾌｨｰ(Life)川にかかっている橋にその名前を残している。

市民からの信頼が厚く、ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ市長経験後、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ議会

に選出された。各地で集会を開きｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの独立を訴えた。

ﾀﾗの丘の集会では、100 万人もの人が集まったと言われ

ている。 

ｵｺｰﾈﾙの運動に対して、英国はあらゆる策略をめぐらし

妨害した。反面、集まったｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちは、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ独

立のためには武力も辞さないと主張する者も多かった。し

かし、ｵｺｰﾈﾙは平和主義的解決を図ろうとしたため、ｱｲﾙ

ﾗﾝﾄﾞ人の力を、結集することができずに運動はﾊﾞﾗﾊﾞﾗにな

った。そこからｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ青年党のような武力解決を図る集

団が出てきた。そして、ｱｲﾙﾗﾝﾄ ﾞ共和兄弟団 (Irish 

Republican Brothers) という秘密結社ができた。IRB は、

日本の新聞でもときどき話題になる IRA の前身となる組

織である。 

 

《大飢饉》 The Great Famine 

1845年から約 4年の間、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは大飢饉になり、独立

運動どころではなくなった。この飢饉で、100 万人のｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ人が飢えのため死亡した。また、飢饉を逃れるためさら
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に 100 万人の人々が国を離れて、ｲｷﾞﾘｽ、ｱﾒﾘｶ、ｶﾅﾀﾞ、ｵ

ｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞに移住していった。移住していった

人たちが、移住先でｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人社会をつくり、国外からｱｲ

ﾙﾗﾝﾄﾞ独立を支援するようになった。 

 

《ﾎﾞｲｺｯﾄ大尉》 

"Boycott"という英語は、1800 年代後半に、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに

いたｲｷﾞﾘｽ人領主のﾎﾞｲｺｯﾄ大尉の名前からきている。この

大尉は、領主の中でもひどい人物だったらしく、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

人からとても嫌われていた。そこで、当時の人たちは、この

領主に反抗することを「ﾎﾞｲｺｯﾄする」という意味で使うよう

になった。 

1700 年代後半は、ｲｷﾞﾘｽで産業革命が起こり、物の生

産が大きく飛躍し、好景気の時代になっていた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

にも新しい産業が入ってきたが、景気のよい産業はﾌﾟﾛﾃｽ

ﾀﾝﾄが握っていた。また、1700 年代から 1800 年代は、そ

れぞれの国が自分たちの国家を意識するようになった時

代である。 

British の中にも、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに住むうちに、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを自

分の国と考える人も出てきた。1875 年頃には、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ

のﾊﾟｰﾈﾙが独立運動の闘士として活躍した。 

1800 年代後半から 1900 年代かけてのｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、自

治独立を掲げたｸﾞﾙｰﾌﾟと、ｲｷﾞﾘｽとのつながりを主張する

ｸﾞﾙｰﾌﾟとの、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ国内での勢力争いの時代である。そ

れぞれのｸﾞﾙｰﾌﾟが軍隊を作り、いつ内戦が始まるか分か

らない状態が続いた。 

国内での勢力争いが続いているところに、第１次世界大

戦が始まったので、勢力争いは、一時、休戦状態になった。

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは英国につくべきか、ﾄﾞｲﾂにつくべきか迷ってい

た。英国のために戦い、その功績によってｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ自治独

立を勝ち取るということになり、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ連隊は英国軍側

につきﾄﾞｲﾂと戦った。中には、英国の敵はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの味方

と考えﾄﾞｲﾂを応援するｸﾞﾙｰﾌﾟもあった。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ独立》 

英国は、第１次世界大戦のとき、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに駐留させて

いた軍隊の多くをﾄﾞｲﾂ戦線に送り込んだ。その隙をついて

か、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和軍が反乱を起こした。ｲｷﾞﾘｽ人で構成す

るｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ警察隊とｱｲﾗﾝﾄﾞ共和軍の激しい戦いが続いた。

この時、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和軍を国外から支援したのが、海外に

いるｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちであった。物質的援助だけではなく、

世界に対して、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ自治独立の正当性をｱﾋﾟｰﾙした。

その結果、世界中は英国に対して、冷やかな目を向ける

ようになった。 

1921 年に停戦が合意され、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄが多く住む北ｱｲﾙ

ﾗﾝﾄﾞ 6郡を除く、26郡がｱｲﾙﾗﾝﾄﾞとして独立することになっ

た。しかし、全面独立を主張するｸﾞﾙｰﾌﾟがいまだ活動して

おり、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ自由国軍との間で、内戦がつづいていた。

1938 年になって、やっと新憲法が議会を通過し、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

はｴｰﾙ(Eire ｹﾞｰﾙ語)という国名になり、完全に英国の支

配下から離れることができたのだ。因みに、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは英

語読みの名前なのだ。 

 

≪中立国ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ≫ 

第 2 次世界大戦中に、中立を守った国としてｽｲｽが有名

だが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞも頑固に中立を守り通した国であることは、

あまり知られていない。 

戦後、新政府は「ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和国法」を議会で通過させ、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを正式な独立共和国として世界に対して宣言した。

同時に、英連邦からも脱退した。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和国を英語で

は "The Republic of Ireland"という。共和制の国だから、

元首は大統領となる。1990 年に大統領になったﾒｱﾘｰ･ﾛﾋﾞ

ﾝｿﾝや 1997年の大統領選に勝ったﾒｱﾘｰ･ﾏｶﾘｰｽは、二人

とも女性大統領だった。 

約 800 年にわたるｲｷﾞﾘｽの支配は終りを告げた。しかし

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の中には、真の独立は北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞがｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

に戻った時だ、と主張する人々がいて、英国からの奪回を

めざして武力闘争を行っている。 

1998 年 4 月には、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ紛争についての和平交渉

が、ｲｷﾞﾘｽの首相ﾄﾆｰ･ﾌﾞﾚｱｰとの間で行われ、かなりの進

展が図られていると当時の新聞が伝えている。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の名前》 

ある時、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身のｸﾞﾛｰﾆｬと話をしていると、名前

の話題になった。 

「ｸﾞﾛｰﾆｬ、典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の名前ってあるのかい」 

「私の "ｸﾞﾛｰﾆｬ(Grainne)"って名前は、英語読みにすると

ｸﾞﾚｲｽ (Grace)なの。ｸﾞﾛｰﾆｬは典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の

名前よ。ｸﾞﾛｰﾆｬの"Grain"は"Love"っていう意味よ」 

「ほかにも、女の子ならｱｯｼｭﾘﾝ(Aishling)、ｷｱﾗ(Ciara)、
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男の子ならﾘｱﾝ(Rian)なんかもｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ名なの。たぶん

British たちは、私の名前のつづりを見ても、こちらから

教えないかぎり  "ｸﾞﾛｰﾆｬ" と発音できないはずよ。

Britain にはない名前だから･･･。ｱｯｼｭﾘﾝの意味は"夢

(Dream)"よ。夢見る女の子って感じなの。男の子のﾘｱﾝ

は、ﾘﾄﾙﾌﾟﾘﾝｽ (Little Prince)よ」 

「典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ姓っていうのもあるのかい」 

「"O'"や"Mac" で始まる姓は、たいていｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 

 人よ。"Mac" はｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞでも使われているけど･･･」 

ﾊﾟﾄﾘｯｸは、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの守護聖人からきた名前であること

はすでに書いた。またﾌｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞも、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の姓であ

ることも分かった。独立運動のﾘｰﾀﾞｰだったﾀﾞﾆｴﾙ･ｵｺｰﾈﾙ

(Daniel O'Connell)も典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の名前である。

ｵ ﾆ ｰ ﾙ (O'Neill) 、 ｵ ﾌ ﾞ ﾗ ｲ ｴ ﾝ (O'Brien) 、 ｵ ｺ ｰ ﾅ ｰ

(O'Connor)、ｵﾄﾞﾝﾈﾙ(O'Donnell) 、ｵﾄﾞﾌｨｰ(Odefy) 、ｵｼ

ｪｱｰ(O'Shea)など、“O”ではじまる名前は、ほとんどがｱｲﾙ

ﾗﾝﾄﾞ系の人たちだ。また、ﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰで有名なﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ

(MacDonald)のように、Macで始まる姓もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人に多

い。Mac で始まる名前は、もともとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人に多い名前

である。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人に多いのは、昔、祖先がｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞから

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに移住してきたためである。ｼｪｲｸｽﾋﾟｱの小説に

でてくる「ﾏｸﾍﾞｽ (Mac Beth)」はｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの王様だったこ

とからも分かる。 Mac で始まる名前には、ﾏｯｸﾌﾞﾗｲﾄﾞ

(McBride) 、 ﾏ ｯ ｸ ﾏ ｰ ﾛ ｰ (McMurrough) 、 ﾏ ｯ ｸ ﾆ ｰ ﾙ

(McNeill)などがある。 Mac は「誰それの息子」を意味す

る。ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞは「ﾄﾞﾅﾙﾄﾞの息子」ということになる。 

 

《姓名と出身地》 

“O”で始まる姓はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の名前であり、Mac もしくは

Mcで始まるのは、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人やｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを祖先に持つ家

系に多いことが分かった。たとえば、ｲｷﾞﾘｽ人が“ｵﾌﾞﾗｲｴ

ﾝ”という名前を耳にすると、この人はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系かもしれ

ないと思う。「李(ﾘ-)さん」とか「朴(ﾊﾟｸ)さん」と聞くと、日本人

は「ああ、韓国系の人だな」と、思うのと同じ感覚と考えて

よい。 

これ以外にも、出身が分かる名前がある。ｼﾞｮｰﾝｽﾞ

(Jones) 、ｼﾞｬｯｸｽ(Jacks) 、ﾃﾞｰﾋﾞｽ(Davis) 、ｳｨﾘｱﾑｽﾞ

(Williams)のように、 "S"で終わる名前は、ｳｪｰﾙｽﾞ人の

場合が多い。 Son で終わるのはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ系の人たちに多

い。たとえば、ｼﾞｮﾝｿﾝ(Johnson) 、ｱﾃﾞｨｿﾝ(Addison) 、ﾃﾞ

ｲｳﾞｨｯﾄﾞｿﾝ(Davidson)等がそうである。Mac と同じように

「誰それの息子」の意を表している。ｸ ﾞ ﾗ ｯ ﾄ ﾞ ｽ ﾄ ｰ ﾝ

(Gladstone) 、ﾘﾋ ﾞ ﾝ ｸ ﾞｽ ﾄｰﾝ (Livingston) のように、

Stone(石)で終わるものも多いが、これはｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ系の人

たちの名前である。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系有名人》 

ｼﾞｮﾝ・F・ｹﾈﾃﾞｨが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系一族の出身であることはす

でに述べた。ﾚｰｶﾞﾝ元大統領も、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系であることは

知られている。 

日本の学生なら誰でも知っている、ﾗﾌｶﾃﾞ ｨｵ･ﾊｰﾝ

(Lafcadio Hearn)も、母親はｷﾞﾘｼｬ人であるが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

出身である。英文科の学生におなじみのﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ･ｼｮｳ

(George Bernard Shaw)やｵｽｶｰ･ﾜｲﾙﾄﾞ(Oscar Wilde)、

ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞﾄﾗｰ・ｲｪｰﾂ(William Butler Yeast)等も、ｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ系の作家なのだ。 

人物以外にも、歌では、「庭の千草」や「ﾀﾞﾆｰ･ﾎﾞｰｲ」が、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞからきたことは、意外に知られていない。 

 

《ｴﾒﾗﾙﾄﾞ・ｸﾞﾘｰﾝの島》 

聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ記念日のﾊﾟﾚｰﾄﾞでは、みどり色のﾀｽｷをかけた

り、服装自体をみどり系でまとめたりして行進する。みどり

色は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを象徴する色なのだ。今、手元にｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

各地を紹介した本がある。平原地帯は、なだらかな丘陵が

どこまでも続いている風景写真が出ている。また、あちこち

にある湖水は、自然がそのままになっている。起伏のある

海岸線もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの魅力となっている。平原地帯では牧牛

を、高原地帯では牧羊が行われており、国全体が牧草地

帯であるかのようだ。北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、英国の影響もあり工

業も盛んであるが、南ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ地方は牧畜・農業が中心と

なっている。土壌はあまり肥えていないため、栽培はｼﾞｬｶﾞ

ｲﾓや麦類が中心だ。土壌の関係で、農産物も限られてい

ることや、自然破壊が少ないため、町を少し離れただけで、

自然と出会える牧歌的な国なのだ。その草原には、季節

になると、草木が一面に咲きみだれている。そのようなとこ

ろから、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、別名ｴﾒﾗﾙﾄﾞ･ｸﾞﾘｰﾝの島と呼ばれてい

る。 

1990 年代は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞも国家経済を向上させるため、工

業誘致を盛んに行っている。現地に生産工場を建設し、ｱ

ｲﾙﾗﾝﾄﾞ進出をしている日本企業も増えている。 
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《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人》 

筆者自身、ｲｷﾞﾘｽ人もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人も区別がつかなかった

1 人である。ところが、彼女たちと何ヶ月間か一緒にいて、

だんだん違いが分かってきた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身の CA たちは、

ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちに比べ、「情がある」というか「世話好き」

というか、ｳｪｯﾄな心の持ち主が多い。そして、どちらかとい

うとおとなしく、素朴なところがある。悪く言えば、田舎っぽ

い感じである。その点、ｲｷﾞﾘｽ人CAたちは、ｱｶ抜けている

が、ややｸｰﾙなところがあった。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人CAは、相手へ

の気のつかい方が、日本人に似たところがある。日本人に

相通ずるところがあるのも、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人 CAをかなり採用し

ている理由のひとつになっている。飛行中に、あるｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ人 CA に、 

「ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの人たちって、どんな人たちなの」 

と聞いたところ、 

「ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人って、ものをすすめるのが好きなの。うちの母

なんか、ｹｰｷを誰かにすすめて、相手が“欲しくない”と言

っても、それでも“ほんとにいいの”と言いながら、またす

すめるの。相手が “本当に結構です”といっても、“あなた

はこのｹｰｷ、きっと好きなはずよ”と言ってまだすすめて

いるの。そうそう、もつひとつ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人って、お互いの

きずなが強いところがあるわ。ｲｷﾞﾘｽ人は、たとえば、海

外でお互いｲｷﾞﾘｽ人だと分かっても、知らん振りしている

ところがあるけどｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は違うわ」 

このｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身の CA の話を聞いて、彼女たちがよく使

う言い回しを思い出した。休憩時間に、 

「You like tea?」 (紅茶いらない?) 

と聞いてくる。今は飲みたくないので、 

「No, Thank you 」 

といって断ると、 

「Are you sure?」 (本当に？) 

とかならず言う。そして 

「I'm sure」 (本当に飲みたくないんだ) 

と答えても、また、 

「Really ?」 (本当に？)   

と言っていた。また、訓練最後の日、修了式のあとで、ｸﾗｽ

全員にお別れの挨拶をしてところ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身のｱﾝﾏﾘｰ

がきて、 

「You miss us?」  

(私たちがいなくなってさびしくない) 

「I miss you all. But I'm OK. 」 

 (さびしいけど、大丈夫だよ) 

「Are you sure ?」 (本当に大丈夫なの) 

「I'm OK.」 (大丈夫だよ) 

「Really ?」 (本当に？) 

と何度も念を押すのだった。「Are you sure ?」は、いろい

ろな場面で使える表現であり、相手のことを思いやる言い

回しなので、覚えておくとよい。だれかがどこかぶつけたり、

転んだりしたとき、「大丈夫かい」と聞いて、「大丈夫」と答

えても、「Are you sure ?」となるのである。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ英語》 

英語と米語が、表現や使う単語に違いがあるように、ｱｲ

ﾙﾗﾝﾄﾞ英語もｲｷﾞﾘｽ英語とやや違う。訓練が始まって最初

の頃、よく分からなかったが、慣れてくると彼女たちの喋る

言葉が、少し違うことに気がついた。しかし、なんとなく違う

ような気がするが、具体的にどこが違うのか分からなかっ

た。休憩時間に、また、英語の話題になった時、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

出身の教え子に、 

「君たちｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の英語は、British 英語と、なんとなく

違うような気がするんだけど」 

「使う単語も少し違います。例えば、“運動靴”のことを、

British は “Trainers” と 言 い ま す が 、 私 た ち は

“Runners”を使います。British 英語では、“戸だな”は

“Cupboard”ですが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞでは“Press”と言います」 

「発音も違うところがあるのですよ。“Film”のことを、ｲｷﾞﾘ

ｽ人は “ﾌｨﾙﾑ”と発音しますが、多くのｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は“ﾌｨﾘ

ﾑ”と発音してします。th 音もすこし違います。"That"は“

ﾀﾞｯﾄ ”、“Those”は “ﾄﾞｰｽﾞ”にちかい音です」 

英語は、ｲｷﾞﾘｽ人がｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに持ち込んできたものであり、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞには、ｹﾙﾄの流れを組むｹﾞｰﾙ語(Gaelic)がある。

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ英語は、ｹﾞｰﾙ語の中に英語が入ってきて混ざり

合った。そのため、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ独自の英語表現や発音が形

成されてきた。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、歴史の中で、自分たちの言葉を使うことを

禁止されてきた。しかし自分たちの言葉を忘れないように、

隠れてｹﾞｰﾙ語を伝承してきた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、英語国として

知られているが、英連邦から完全独立後、ｹﾞｰﾙ語を国語

として復活させる運動も盛んである。いまや、学校の授業

にも、ｹﾞｰﾙ語の時間が取り入れられている。隠れて自分
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たちの言葉を伝承する必要がない時代になったのだ。(参

考 「物語ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの歴史」波多野祐造著) 

－続く－ 

 


